


日 本 会 議 設 立 大 会

旧
日
本
軍
参
謀
ら
が
創
設

「安
倍
政
権
が
誕
生
し
た
こ
と
は
、
憲
法
改
正

へ
の
千
載

一
遇
、
絶
好
の
機
会
で
す
。
わ
れ
わ

れ
の
悲
願
、
英
霊
の
悲
願
が
か
な
う
の
で
す
。

私
た
ち
は
憲
法
改
正
の
た
め
、
国
民
の
啓
発
運

動
に
立
ち
上
が
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
協
力
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
“
」

壇
上
の
男
が
こ
う
叫
ぶ
と
、
会
場
に
は
大
き

な
拍
手
が
響
い
た
。
８
月
３
日
、
福
岡
県
の
福

岡
国
際
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た

「英
霊

顕
彰

・
県
民
の
集
い
」
。
終
戦
か
ら
６９
年
目
の

夏
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
「大
東
亜
戦
争
」
で

亡
く
な
っ
た
人
々
を
追
悼
す
る
と
い
う
こ
の
会

で
は
、
先
の
戦
争
で
日
本
は
ア
ジ
ア
解
放
の
た

め
に
戦
っ
た
こ
と
や
、
い
ま
す
ぐ
に
憲
法
を
改

正
す
べ
き
だ
と
い
う
主
張
が
延
々
と
語
ら
れ

た
。
会
場
に
は
佃
ほ
ど
の
イ
ス
が
用
意
さ
れ
て

い
た
が
、
す
ぐ
に
満
席
と
な
っ
て
増
席
、
最
終

的
に
は
硼
人
近
く
で
埋
ま
っ
た
。

こ
の
会
を
主
催
し
た
団
体
が
い
ま
、
注
目
を

集
め
て
い
る
。
「日
本
会
議
」
。
コ
お
り
あ
る
国

づ
く
り
」
を
目
的
と
す
る
任
意
団
体
で
、
会
員

数
は
全
国
に
約
３
万
５
０
０
０
人
、
総
支
部
数

囲
を
誇
る
。
こ
の
団
体
が
い
ま
、
安
倍
内
閣
の

″後
ろ
盾
″
と
な
り
、
憲
法
改
正
と
国
防
力
の

強
化
に
適
進
し
て
い
る
。
「日
本
会
議
」
と
は
、

一
体
何
な
の
か
―
―
。

発
足
し
た
の
は
９７
年
５
月
。
「日
本
を
守
る

会
」
と

「日
本
を
守
る
国
民
会
議
」
の
二
つ
の

保
守
系
団
体
が
統
合
さ
れ
、
今
日
の
姿
に
な
っ

た
。
同
会
に
詳
し
い
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
魚
住

昭
氏
が
解
説
す
る
。

「日
本
の
歴
史
や
伝
統
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
、

「
年
、
主
に
神
社
本
庁
な
ど
の
保
守
系
宗
教
団

体
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
の
が

『日
本
を
守
る

会
』
、
保
守
系
文
化
人
や
旧
日
本
軍
の
関
係
者

な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
８‐
年
に
発
足
し
た
の
が

『日
本
を
守
る
国
民
会
議
』
で
す
。
両
者
の
憲

法
観
、歴
史
認
識
は
ほ
ぼ

一
致
し
て
い
た
の
で
、

日
本
の
伝
統
回
復
、
憲
法
改
正
の
た
め
に
大
き

な
団
体
を
作
ろ
う
と
９７
年
に
統
合
し
た
。
初
期

の
日
本
会
議
の
幹
部
は
、旧
日
本
軍
参
謀
の
故
・

瀬
島
龍
三
伊
藤
忠
相
談
役
ら
が
名
を
運
ね
て
い

ま
し
た
」

現
在
の
役
員
に
は
、
神
社
本
庁
の
総
長
、
神

道
政
治
連
盟
常
任
顧
間
、
霊
友
会
常
務
理
事
、

靖
国
神
社
富
司
、
黒
住
教
教
主
ら
巨
大
宗
教
団

体
の
幹
部
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
関
連
会
社
の
元
社

長
ら
財
界
人
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
ら
学
者
、

そ
し
て
保
守
系
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
の
名
前

が
並
ぶ
。
機
関
誌

『日
本
の
患
吹
』
で
は
、
「南

京
虐
殺
は
な
か
っ
た
≒
東
京
裁
判
は
誤
り
≒
首

相
の
靖
国
参
拝
を
」
と
い
っ
た
主
張
を
展
開
。

「教
育
改
革
」
も
大
き
な
テ
ー
マ
の

一
つ
で
、

こ
れ
ま
で
の
歴
史
教
育
を

″自
虐
的
″
と
批
判

す
る

『新
し
い
歴
史
教
科
書
を
つ
く
る
会
』
の

活
動
を
支
援
し
て
き
た
。

嚢
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日
本
会
議
の
特
徴
は
、
国
会
議
員
と
強
い
つ

な
が
り
を
持
つ
こ
と
だ
。
日
本
会
議
を
支
援
す

る

「日
本
会
議
国
会
議
員
懇
談
会
」
に
は
、
２８９

人
も
の
国
会
議
員
が
参
加
す
る
。
懇
談
会
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
自
民
党
中
堅
議
員
が
明
か
す
。

「積
極
的
に
献
金
し
た
り
、
パ
ー
テ
ィ
ー
券
を

買
っ
て
く
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
懇
談

会
に
参
加
し
て
い
な
い
と
、
保
守
議
員
と
名
乗

っ
て
は
い
け
な
い
よ
う
な
空
気
が
党
内
に
は
漂

っ
て
い
ま
す
。
自
民
党
本
部
に
は
日
本
会
議
の

イ
ベ
ン
ト
の
告
知
ビ
ラ
が
貼
ら
れ
て
い
ま
す

し
、
党
と
の
結
び
つ
き
も
強
い
」

注
目
す
べ
き
は
、
日
本
会
議
と
安
倍
政
権
の

関
係
だ
。
麻
生
太
郎
副
総
理
を
は
じ
め
、
閣
僚

‐９
人
中
１３
人
が

「懇
談
会
」
に
参
加
し
て
い
る
。

無
論
、安
倍
首
相
も
同
懇
談
会
の
メ
ン
バ
ー
で
、

日
本
会
議
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
イ
ベ
ン
ト

に
頻
繁
に
参
加
し
て
い
る
生
粋
の
支
援
者
だ
。

安
倍
内
閣
は

「日
本
会
議
内
閣
」
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
の
だ
。

安
倍
政
権
の
政
策
ブ
レ
ー
ン

「首
相
は
日
本
会
議
の
ほ
う
を
向
い
て
政
治
を

行
っ
て
い
る
の
で
は
、
と
思
う
こ
と
が
あ
る
」

こ
う
漏
ら
す
の
は
、
官
邸
関
係
者
だ
。

「昨
年
２
月
、
安
倍
さ
ん
は
小
泉
政
権
時
か
ら

議
論
さ
れ
て
き
た
、
女
系
天
皇
を
認
め
る
と
い

う
皇
室
典
範
の
改
正
論
議
を
自
紙
に
す
る
と
発

表
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
年
末
に
は
靖
国
神
社

に
参
拝
し
ま
し
た
が
、
こ
ね
は
日
本
会
議
へ
の

ア
ピ
ー
ル
と
い
う
意
味
が
強
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
日
本
会
議
が
強

く
安
倍
首
相
に
訴
え
て
き
た
こ
と
で
す
」
　

・

首
相
就
任
後
２
年
弱
の
間
で
、
安
倍
首
相
は

「皇
室
典
範
改
正
の
自
紙
化
」
「靖
国
参
拝
」
「集

　

２０

団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
」
「道
徳
の
教
科
化

の
推
進
」
な
ど
、
日
本
会
議
と
歩
調
を
合
わ
せ

る
よ
う
な
政
策

・
行
動
を
と
っ
て
き
た
。

実
は
、安
倍
首
相
は
日
本
会
議
の
幹
部
を
″ブ

レ
ー
ン
″
と
し
て
い
る
。
自
民
党
ベ
テ
ラ
ン
議

員
が
説
明
す
る
。

「鶴
年
に
発
足
し
た
第

一
次
安
倍
政
権
で
は
、

『五
人
組
』
と
い
わ
れ
る
ブ
レ
ー
ン
が
活
躍
し

ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
人
は
日
本
会
議
の

常
任
理
事
を
務
め
る
伊
藤
哲
夫
氏
で
し
た
。
ま

た
、
同
じ
く
五
人
組
の

一
人
だ
っ
た
高
崎
経
済

大
学
の
八
本
秀
次
氏
は
、
日
本
会
議
で
講
師
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
。
型
年
１２
月
に
誕
生
し
た

第
二
次
安
倍
政
権
で
は
、
日
本
会
議
の
代
表
委

員
を
務
め
る
長
谷
川
三
千
子
氏
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
経

営
委
員
に
任
命
し
て
い
ま
す
。
安
倍
政
権
と
日

本
会
議
は
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
関
係
な
の

で
す
。
安
倍
首
相
の
著
書

『美
し
い
国

へ
』

（■
年
刊
行
）
を
読
め
ば
、
そ
の
歴
史
観
、
安

全
保
障
観
、
教
育
観
が
日
本
会
議
と
大
き
く
重

な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
」

首
相
の
悲
願
で
あ
る
憲
法
改
正
で
も
、
日
本

会
議
は
大
き
な
役
割
を
担
う
。
日
本
会
議
の
関

係
者
が
明
か
す
。

「憲
法
改
正
の
意
義
を
説
明
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
配

布
や
街
頭
で
の
署
名
活
動
な
ど
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。
日
本
会
議
は
憲
法
改
正
の
た
め

の

『３
カ
年
構
想
』
を
描
い
て
い
ま
す
。
今
年

は

『全
国
に
憲
法
改
正
の
推
進
本
部
を
設
置
』
、

来
年
は

『憲
法
改
正
へ
の
国
会
発
議
要
請
運
動

開
始
』
、
そ
し
て
禍
年
に

『国
民
投
票
の
実
施
』

と
い
う
流
れ
で
す
」

全
国
の
地
方
議
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る



「日
本
会
議
地
方
議
連
」
に
は
、
１
７
０
０
人

を
超
え
る
議
員
が
参
加
し
て
ぃ
る
が
、
日
本
会

議
は
彼
ら
と
連
携
し
て
、
草
の
根
の
憲
法
改
正

運
動
を
活
発
化
さ
せ
る
つ
も
り
だ
と
ぃ
ぅ
。

「来
年
は
日
本
武
道
館
で
、
憲
法
改
正
を
訴
え

る
大
規
模
集
会
を
行
う
予
定
で
す
」
（同
）

「朝
日
が
日
本
を
滅
ば
す
！
」

勢
い
づ
く
日
本
会
議
。
だ
が
、
危
う
さ
も
見

え
る
。
日
本
会
議
の
支
援
者
に
は
、
問
題
を
起

こ
す
議
員
が
目
立
つ
の
だ
。

今
年
３
月
、
社
会
学
者
の
上
野
千
鶴
子

・
東

京
大
学
名
誉
教
授
が
山
梨
市
で
介
護
問
題
に
つ

い
て
の
講
演
を
行
お
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
日
本

会
議
地
方
議
達
の
メ
ン
バ
ー
で
ぁ
る
望
月
清
賢

市
長
が
、
上
野
氏
の
こ
ね
ま
で
の
思
想
や
発
言

に
問
題
が
あ
る
と
し
て
、
講
演
を
中
止
し
よ
う
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に
向
か
っ
て

「早
く
結
婚
し
ろ
」
と
ャ
ジ
を

・
飛

ば
し
た
鈴
木
章
浩
都
議
も
日
本
会
議
の
メ
ン
バ

ー
。
彼
は
望
年
に
尖
閣
諸
島
に
上
陸
し
て
、
事

情
聴
取
さ
ね
た
経
験
も
あ
る
。
同
じ
く
６
月
、

新
宿
で
集
団
的
自
衛
権
に
抗
議
し
た
男
性
が
焼

身
自
殺
を
図
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ッ
ィ
ッ
タ

ー
上
で

「迷
惑
極
ま
り
な
い
行
為
で
明
ら
か
に

犯
罪
」
「
マ
ス
コ
ミ
は
完
全
に
イ
カ
れ
て
る
」

と
つ
ぶ
や
き
、
「ネ
ト
ウ
ョ
議
員
」
と
批
判
を

浴
び
た
小
野
寺
秀

・
北
海
道
議
も
ゃ
は
り
日
本

会
議
地
方
議
連
の
メ
ン
バ
ー
だ
。

彼
ら
に
共
通
す
る
の
は
、
自
分
と
違
っ
た
考

え
や
意
見
を
持
つ
人
間
を
排
除
し
よ
う
と
す
る

姿
勢
だ
。
８
月
３
日
の
福
岡
の
イ
ベ
ン
ト
で
も

参
加
者
か
ら
は

「朝
日
新
聞
は
日
本
を
減
す
る

新
聞
だ
」
「左
翼
団
体
に
編
さ
ね
て
は
ぃ
け
な

い
」
と
い
つ
た
言
葉
が
飛
び
交
っ
た
。
前
出
の

魚
住
氏
は
、
安
倍
首
相
と
日
本
会
議
の
距
離
の

近
さ
に
危
機
感
を
覚
え
る
と
い
う
。

「歴
史
観
ひ
と
っ
を
と
っ
て
も
、
『日
本
会
議
』

の
考
え
方
は
あ
ま
り
に

一
面
的
で
す
。
過
去
の

戦
争
を
賛
美
し
て
い
る
が
、
『ぁ
の
戦
争
は
正

し
か
つ
た
』
と

一
言
で
い
ぇ
る
も
の
で
は
な
い

で
し
よ
う
。
今
後
、
彼
ら
は
憲
法
改
正
、
そ
し

て
日
本
の
軍
備
強
化
の
た
め
に
尽
力
す
る
で
し

よ
う
が
、
そ
の
憲
法
観
も
安
全
保
障
観
も
、
短

絡
的
で
は
、
と
不
安
に
な
り
ま
す
。
安
倍
首
相

の
思
想

・
歴
史
観
も
や
は
り
短
絡
的
な
と
こ
ろ

が
あ
る
が
、
他
者
の
意
見
を
聞
か
ず
に
進
ん
で

い
く
こ
と
に
危
う
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
」

安
倍
首
相
と
日
本
会
議
が
作
る
国
は
、
本
当

に

「美
し
い
国
」
な
の
だ
ろ
う
か
。
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